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市
民
病
院
に
つ
い
て

問
　
市
の
職
員
定
数
条
例
か
ら

病
院
部
分
を
分
離
し
た
条
例
を

制
定
し
、
病
院
独
自
の
定
数
管

理
と
な
る
。
現
状
の
定
数
管
理

で
は
何
が
支
障
に
な
る
の
か
。

副
病
院
長
兼
事
務
局
長
　
平
成

22
年
の
地
方
公
営
企
業
法
全
部

適
用
へ
の
移
行
で
人
事
面
と
財

政
面
の
管
理
は
病
院
に
移
っ
た

が
、
職
員
定
数
条
例
の
分
離
は

見
送
っ
て
お
り
、
公
営
企
業
の

利
点
を
生
か
し
き
れ
て
い
な

か
っ
た
。
独
自
に
定
数
管
理
す

る
こ
と
に
よ
り
、
柔
軟
な
病
院

運
営
に
取
り
組
め
る
と
考
え
て

い
る
。

問
　
条
例
制
定
に
伴
う
増
員
で

人
件
費
比
率
の
悪
化
が
見
込
ま

れ
る
が
、
将
来
構
想
の
目
標
値

を
ど
う
達
成
す
る
の
か
。

副
病
院
長
兼
事
務
局
長
　
今
回

の
定
数
増
は
育
児
休
業
な
ど
に

よ
る
欠
員
に
対
応
す
る
も
の
で

影
響
は
少
な
い
と
考
え
て
い

る
。
今
後
は
将
来
構
想
の
収
支

計
画
な
ど
に
基
づ
き
、
人
件
費

比
率
の
目
標
値
を
超
え
な
い
よ

う
、
経
営
状
況
や
医
業
収
益
と

給
与
費
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し

て
職
員
を
採
用
し
て
い
く
。

問
　
糖
尿
病
な
ど
の
治
療
薬
で

あ
る
高
価
な
バ
イ
オ
医
薬
品
と

同
等
の
品
質
や
安
全
性
を
持
つ

バ
イ
オ
後
続
品
（
バ
イ
オ
シ
ミ

ラ
ー
）
を
活
用
し
、
医
療
費
の

削
減
に
取
り
組
め
な
い
か
。

副
病
院
長
兼
事
務
局
長
　
バ
イ

オ
シ
ミ
ラ
ー
の
活
用
は
医
療
費

の
適
正
化
に
つ
な
が
る
が
、
先

発
の
バ
イ
オ
医
薬
品
と
適
応
症

が
完
全
一
致
し
て
い
な
い
こ
と

も
あ
る
た
め
、
慎
重
に
検
討
し

て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
経
済
低
迷 

が
本
市
へ
及
ぼ
す
影
響 

と
新
た
な
日
常
の
構
築

問
　
本
市
財
政
は
長
期
の
減
収

が
予
想
さ
れ
る
が
、
市
民
の
理

解
を
得
な
が
ら
ど
の
よ
う
に
事

業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・

ビ
ル
ド
を
展
開
す
る
の
か
。

市
長
　
新
た
な
日
常
を
見
据
え

た
施
策
を
展
開
す
る
に
当
た

り
、
市
民
に
広
く
周
知
し
理
解

を
得
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
表

現
を
工
夫
し
、
行
財
政
へ
の
理

解
や
関
心
が
高
ま
る
よ
う
努
め

て
い
く
。

問
　
ひ
ら
つ
か
ス
タ
ー
ラ
イ
ト

ポ
イ
ン
ト
を
活
用
し
た
地
域
通

貨
を
導
入
す
べ
き
と
考
え
る
が

見
解
を
伺
う
。

市
長
　
将
来
的
な
地
域
通
貨
な

ど
へ
の
展
開
に
つ
な
げ
る
た
め

に
は
、
持
続
可
能
な
ポ
イ
ン
ト

制
度
を
構
築
す
る
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
あ
る
。
事
業
の
検

証
を
行
い
な
が
ら
今
後
の
展
開

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問
　
解
雇
さ
れ
た
人
な
ど
を
正

社
員
と
し
て
雇
用
し
た
企
業
に

対
し
て
、
雇
用
に
掛
か
る
費
用

相
当
を
支
援
す
る
補
助
金
制
度

を
新
設
し
て
は
ど
う
か
。

市
長
　
雇
用
に
関
す
る
支
援
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
も
企
業
合
同

就
職
面
接
会
な
ど
を
行
っ
て
い

る
が
、
補
助
金
制
度
も
検
討
す

べ
き
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
大
神
地 

区
土
地
区
画
整
理
事
業

問
　
ま
ち
び
ら
き
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
内
容
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
本
格
的
な
ま

ち
び
ら
き
は
、
相
模
小
学
校
や

イ
オ
ン
モ
ー
ル
な
ど
の
建
設
工

事
の
進
捗
を
見
据
え
て
開
催
さ

れ
る
と
聞
い
て
い
る
。
今
後
、

主
催
者
と
な
る
土
地
区
画
整
理

組
合
が
詳
細
な
時
期
や
内
容
な

ど
を
検
討
し
て
い
く
。

龍
城
ケ
丘
ゾ
ー
ン 

整
備
・
管
理
運
営
事
業

問
　
本
事
業
で
市
民
が
不
安
を

募
ら
せ
る
要
素
は
あ
る
の
か
。

ま
た
、
意
見
集
約
は
ど
の
よ
う

に
行
っ
た
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
意
見
集
約
と
し
て
は
、

３
月
か
ら
８
月
ま
で
の
６
か
月

間
に
わ
た
り
、
広
報
ひ
ら
つ
か

に
よ
る
情
報
提
供
や
市
民
意
見

募
集
、
ま
た
Ｗ
ｅ
ｂ
市
民
対
話

や
少
人
数
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
開

催
可
能
な
方
法
で
市
民
と
の
対

話
を
重
ね
て
き
た
。
そ
の
中
で

災
害
に
対
す
る
不
安
の
声
が
あ

り
、
そ
の
不
安
を
払
拭
す
る
た

め
に
、
現
状
と
同
等
以
上
の
飛

砂
防
備
機
能
を
確
保
し
、
数
十

年
か
ら
数
百
年
に
一
度
と
発
生

頻
度
が
高
い
関
東
大
震
災
ク
ラ

ス
の
津
波
や
高
潮
は
、
標
高

６
・
５
メ
ー
ト
ル
の
防
護
水
準

に
対
し
て
地
盤
高
さ
８
・
０

メ
ー
ト
ル
を
標
準
と
し
た
安
全

な
計
画
と
し
て
お
り
、
現
状
以

上
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
10
月
に
市
民
や
地
元
住

民
を
対
象
と
し
た
意
見
交
換
会

を
開
催
し
、
今
ま
で
寄
せ
ら
れ

た
意
見
を
ど
う
計
画
に
反
映
さ

せ
る
か
検
討
を
進
め
て
い
る
。

学
校
に
お
け
る
働
き
方 

改
革
の
取
組
状
況

問
　
学
校
や
教
師
の
業
務
を
明

確
化
・
適
正
化
し
負
担
軽
減
を

推
進
す
る
に
当
た
り
、
保
護
者

や
地
域
社
会
の
理
解
、
協
力
を

認
知
症
個
人
賠
償 

責
任
補
償
制
度

問
　
認
知
症
個
人
賠
償
責
任
補

償
制
度
が
高
齢
者
福
祉
計
画
の

素
案
に
追
加
さ
れ
た
が
、
本
市

が
考
え
る
補
償
内
容
を
伺
う
。

福
祉
部
長
　
認
知
症
の
人
が
日

常
生
活
で
事
故
な
ど
を
起
こ

し
、
本
人
や
家
族
が
法
律
的
に

賠
償
責
任
を
負
う
場
合
に
保
険

金
を
給
付
す
る
。
ま
た
、
本
市

が
保
険
料
の
一
部
を
負
う
こ
と

で
、
多
く
の
人
に
加
入
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減

問
　
温
室
効
果
ガ
ス
と
気
候
変

動
に
対
す
る
危
機
意
識
に
つ
い

て
本
市
の
考
え
を
伺
う
。

副
市
長
　
世
界
各
地
で
集
中
豪

雨
や
干
ば
つ
な
ど
が
頻
発
し
、

本
市
も
令
和
元
年
の
台
風
19
号

で
は
避
難
所
へ
の
避
難
者
が
過

去
最
多
に
な
る
な
ど
異
常
気
象

は
身
近
に
迫
っ
た
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
気
候
変
動
の
主
な
原

因
と
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
、

主
に
人
の
活
動
に
よ
る
二
酸
化

炭
素
の
徹
底
的
な
排
出
削
減

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
避
け
て

通
れ
な
い
課
題
で
あ
る
。

問
　
２
０
５
０
年
ま
で
の
二
酸

化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
宣

言
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

副
市
長
　
総
理
大
臣
の
所
信
表

明
演
説
で
２
０
５
０
年
ま
で
に

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
脱

炭
素
社
会
を
目
指
す
と
の
宣
言

が
あ
っ
た
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
は
排
出
さ
れ
た
二
酸
化

炭
素
を
森
林
な
ど
が
吸
収
す
る

こ
と
で
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭

素
濃
度
を
保
つ
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
本
市
は
来
年
度
の
環
境

基
本
計
画
の
中
間
見
直
し
で
、

二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ
ロ

の
宣
言
に
つ
い
て
前
向
き
に
議

論
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
環
境
に
取
り
組
む
姿
勢
を

示
す
た
め
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市

を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

各
目
標
に
対
し
、
環
境
施
策
で

は
、「
ひ
ら
つ
か
Ｃ
Ｏ
２
Ｃ
Ｏ

２
プ
ラ
ン
」
や
電
力
の
地
産
地

消
、「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ひ
ら
つ

か
」
と
協
働
の
食
品
ロ
ス
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら

に
加
え
社
会
、
経
済
分
野
の
取

り
組
み
に
よ
る
相
乗
効
果
を
図

り
、
本
市
の
持
続
可
能
性
を
高

め
る
た
め
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
宣
言
の
検
討
を
し
て
い
く
。

問
　
環
境
、
経
済
、
社
会
の
３

側
面
を
つ
な
ぐ
モ
デ
ル
事
業
を

各
都
市
が
宣
言
し
て
い
る
が
、

本
市
に
は
波
力
発
電
が
あ
り
、

こ
れ
を
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
展

開
で
き
な
い
か
。

け
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ

シ
ー
が
必
要
で
は
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長
　
教
育
委
員
会

と
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

公
明
ひ
ら
つ
か

地
域
共
生
社
会
・
脱
炭
素
社
会
を

目
指
し
て

上
野 

仁
志 

議
員

市
民
病
院
の
自
立
と
前
例
踏
襲
に

捉
わ
れ
な
い
事
業
展
開

鈴
木 

晴
男 

議
員

得
る
た
め
の
情
報
共
有
を
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。　

教
育
長
　
長
期
休
業
中
の
学
校

閉
庁
日
の
導
入
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
絡
協
議
会
で
教
職
員
の
多
忙

化
や
業
務
改
善
に
つ
い
て
説
明

し
た
。
応
答
専
用
留
守
番
電
話

の
設
置
時
に
は
、
全
保
護
者
と

地
域
住
民
に
通
知
を
出
し
、
働

き
方
改
革
の
取
り
組
み
へ
の
理

解
と
協
力
を
お
願
い
し
た
。石田 美雪 議員 秋澤 雅久 議員

公明ひらつか 所 属 議 員

企
画
政
策
部
長
　
波
力
発
電
は

東
京
大
学
と
の
協
力
、
ま
た
市

内
企
業
と
力
を
合
わ
せ
て
取
り

組
ん
で
お
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目

指
す
手
法
で
も
あ
る
。
こ
れ
に

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
組
み
合
わ

せ
て
、
宣
言
に
つ
な
が
る
も
の

が
で
き
る
か
を
検
討
し
た
い
。

教
育
現
場
デ
ジ
タ
ル
化

問
　
遠
隔
授
業
は
不
登
校
の
児

童
生
徒
な
ど
が
学
び
の
機
会
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
希
望
と
な

る
。
１
人
に
１
台
の
端
末
を
配

備
す
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
の
開
始
に
あ
わ
せ
て
、
ど
の

よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
登
校
以

外
の
新
た
な
学
び
の
ス
タ
イ
ル

の
一
つ
と
し
て
必
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
教
育
的
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
学
習
支
援
の
在
り

方
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
全
児
童
生
徒
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
し
、
情
報
に
触

れ
る
こ
と
に
な
る
。
教
育
に
お

永田 美典 議員

　議会には、議員の調査研究のため、図書室の
設置が法律により義務付けられています。
　本市議会では、開かれた議会とするため、市
役所本館８階の議場前の開放したスペースに議
会図書室を設け、市民・議会・行政が共同で利
用できる環境をつくりました。
　議会図書室には、白書などの政府刊行物や市
の行政資料、地方自治や政策に関する書籍・雑
誌などがあります。また、会議録や議会だより
などを配架し、情報発信に努めています。
　ご利用いただける時間は、平日の午前８時30
分から午後５時までとなります。
　市役所にお越しの際にはぜひお立ち寄りくだ
さい。

議会図書室のご案内

市 議 会
ホームページ

市 議 会 に 関 する
情 報 は 市 議 会
ホ ー ム ペ ー ジ で
ご覧になれます。


